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『 イモリくんヤモリくん 』 

松岡たつひで／さく・え 岩崎書店   

イモリくんは、じぶんのうまれた池が大すき。池であそ

んでいると、男の子につかまってしまいます。水そうに入

れられてこまっていると、まどからやってきたヤモリくん

が、たすけてくれました。 

 

わ く く わ 

本 だ な 

K913『 まんげつの夜、どかんねこのあしがいっぽん 』 

     朽木祥／作 片岡まみこ／絵 小学館 

 ねこのノネコは、毎晩
まいばん

ごちそうをつくってお客
きゃく

さんをま

っています。でもだれも来てくれないので、ノネコは友だ

ちをさがしにでかけました。ところが、とちゅうで犬にお

いかけられて、にげこんだ土管
ど か ん

にはまってしまいます。 

K933『 世界一のランナー 』 

エリザベス・レアード／作 石谷尚子／訳 評論社 

 エチオピアの田舎
い な か

に住む少年・ソロモン。ある日、おじ

いちゃんと遠い首都の街まで出かけますが、おじいちゃん

が急にたおれてしまいます。ソロモンは、家族に知らせる

ために、三十キロの道のりを走って帰る決心をします。 
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K913『 アカンやん、ヤカンまん 』 

村上しいこ／作 山本孝／絵 BL 出版 

かあちゃんにおこられてばかりのしょうた。そこへ、

ヤカンまんがあらわれます。ヤカンまんの「ちからこぶ

ちゃ」をのむと、なぜか、どんどんはらがたってきます。

かあちゃんに、いいかえすきもちがわいてきました。 



K479『 サクラの絵本 』 

勝木俊雄／編 森谷明子／絵 農山漁村文化協会 

春の花といえば、まっさきに思いつくのがサクラ。よく見ら

れるのはソメイヨシノという品種
ひんしゅ

ですが、もともと日本に生え

ていた種類のサクラではありません。江戸
え ど

時代に、染
そめ

井村
い む ら

から

全国に広まっていったのです。 

『 ロベルトのてがみ 』 

マリー・ホール・エッツ／作 

こみやゆう／訳 

好学社 
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『 北をめざして 動物
どうぶつ

たちの大旅行
だいりょこう

 』 

ニック・ドーソン／さく パトリック・ベンソン／え  

いだてつじ／やく 福音館書店 

北極
ほっきょく

の夏は、一日中太陽
たいよう

がしずまないので、ゆたかな自然
し ぜ ん

にめぐまれます。それをもとめて、世界中
せかいじゅう

からたくさんの動

物たちがあつまります。サンザシという鳥は、なんと４ヶ月

もかけて南極
なんきょく

からやってくるのです。 

K596『 くだものいっぱい！おいしいジャム 』 

石澤清美／監修・料理 田村孝介／写真  

ひさかたチャイルド 

いちごにりんご、オレンジ……。いろんなくだものから

できたとろーりあまいジャム。じつは、ジャムはやさいや

ぎゅうにゅうからも作れます。いろいろなジャムの作りか

たや、おいしい食べかたをしょうかいします。 

 

K382『 遠野
と お の

物語
ものがたり

 』   

柳田國男／原作 柏葉幸子／編著 田中六大／絵 偕成社 

 三方
さんぽう

を山にかこまれた岩手県の遠野地方。ここには、カッパ

やザシキワラシと会った人がすんでいました。その体験談
たいけんだん

を集

めたものが、「遠野物語」。突然、山中に現れる家や年老いて知恵
ち え

をつけた動物など、ふしぎな物語をカッパが紹介します。 

『 みんがらばー！ 

はしれはまかぜ 』 
村中李衣／文  

しろぺこり／絵 

新日本出版社     

としょかんのまどぐちには、くみたてると本になる「わくわく本だな」もあるよ。 
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